
政策　01　未来をひらく人材を育て、確かな学びと文化が根付くまちづくり

施策　02　学校教育の充実

あるべき姿
豊かな心と創造性をもち、はつらつとした学校生活を送っています。

■施策の成果状況と評価

学校での生活に満足していると回答している児童生徒の割合（
％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

「各学校の特色を活かした学校行事の実施・
充実」「学習内容についていけない児童生徒
を出さないための指導方法及び指導体制の工
夫・改善」等、学校が安全・安心な居場所と
なるよう「魅力ある学校づくり」を推進して
きた成果が少しずつ表れてきていると捉えて
います。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

91.2

92.2

94.2

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

（達成）

目　標
達成度

後期基準値 91.4

R08実績

R08目標値 93.5

指標値の注釈

分析・評価



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　確かな学力の向上
学習に対して意欲をもっている児童生徒の割合（小学校4～6年)
（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

主体的・対話的で深い学びを通した授業改善
の取組、個別最適な学びや協働的な学びが一
層充実し、学習意欲につながっていると考え
られます。一方、学年が上がるほど、学習に
対する苦手意識が定着する傾向にあり、目標
値に達しなかった要因の一つになっているこ
とが考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

86.3

82.7

80.1

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業01　確かな学力の向上
学習に対して意欲をもっている児童生徒の割合（中学校）（
％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

各学校が主体的・対話的で深い学びを通した
授業改善に努め、学習者用端末の活用で効果
的な取組の学校内外での共有で、生徒の学習
意欲が引き出されていると考えられます。一
方、学年が上がり、学習に対する苦手意識が
定着しやすい傾向で、目標に達しなかった要
因の一つになっていることが考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

68.3

67.5

67.9

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　確かな学力の向上
埼玉県学力・学習状況調査の正答率において、県平均を上回っ
た学校の割合（小学校4～6年）（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

R5調査と比較してR6調査の実績値は大幅減と
なりました。解答形式が紙媒体からＰＣへと
変更になり、児童がＰＣ操作や解答の仕方に
戸惑ったことが原因の１つとして考えられま
す。基準値や目標値に到達できるよう、引き
続き本市指導方針に基づいた授業改善やＩＣ
Ｔ活用能力の向上を図ります。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

47.2

65.7

50.0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業01　確かな学力の向上
埼玉県学力・学習状況調査の正答率において、県平均を上回っ
た学校の割合（中学校）（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

僅かに減少しましたが、R5調査は市町村で解
答方法が紙とPCの選択式であり、双方で平均
点に差が出る等、県平均に影響が出ていた可
能性があります。PC解答で統一されたR6調査
では、目標値に届かなかったものの、基準値
を上回っており、指導方針に基づいた本市の
取組の表れと捉えています。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

48.4

60.9

57.8

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

（低）

目　標
達成度

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（高）

後期基準値

後期基準値

後期基準値

後期基準値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

81.6

71.4

57.9

51.6

91.0

77.0

60.0

60.0

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価



基本事業02　心の教育の推進
規律ある態度の児童生徒の割合（小学校4～6年）（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

学校ごとに「授業の約束」等の提示や実態把
握の調査等、日々の教育活動においてその育
成に努めておりますが、前年度値をわずかに
下回りました。しかし、個別の項目では１２
項目中１１項目が県の平均値を超えており一
定の成果が出ているものと考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

86.4

87.2

86.8

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　心の教育の推進
規律ある態度の児童生徒の割合（中学校）（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

学校ごとに「授業の約束」等の提示や実態把
握の調査等、日々の教育活動においてその育
成に努めており、前年度値と基準値を上回り
ました。また、個別の項目では１２項目全て
において県平均値を超えており、学校の日々
の教育活動で規律ある態度の育成として、順
調に成果が出ているものと考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

89.2

90.8

92.0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　心の教育の推進
不登校児童の割合(小学校)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

対前年度で0.15ポイント増えています。学校
や教育支援センター、専門機関等が連携して
対応にあたるものの、長期的な支援が必要と
なるケースが多いことが挙げられます。現
在、校内教育支援センターを２校に設置する
とともに、令和7年度からSSWを増員し相談対
応の充実を図っています。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

0.60

1.14

1.29

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　心の教育の推進
不登校生徒の割合(中学校)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

対前年度と比較し減少しましたが、依然とし
て高い割合です。学校や教育支援センター、
専門機関等が連携し対応にあたっています
が、長期的支援が必要となるケースが多い事
が挙げられます。現在、校内教育支援セン
ターを４校に設置すると共に、令和7年度か
らSSWを増員し相談対応の充実を図っていま
す。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

6.35

5.85

5.81

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（低）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

後期基準値

後期基準値

後期基準値

後期基準値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

87.9

90.1

0.50

3.96

93.0

94.0

0.36

2.92

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価



基本事業03　健康・体力向上の推進
規則正しく、健康的な生活を送っている児童生徒の割合(毎日朝
食を食べると回答)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

各校において食育の推進が図られるとととも
に、よりよい生活習慣を身に付けるための指
導及び保護者への啓発等が継続的に展開され
ていることが挙げられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

96.8

95.6

96.5

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　健康・体力向上の推進
規則正しく、健康的な生活を送っている児童生徒の割合(1週間
のうち1時間以上運動すると回答)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

保健体育授業の充実が図られ、健康や体力づ
くりへの関心が高まったと考えられます。R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

88.6

84.6

85.6

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　健康・体力向上の推進
新体力テストの5 段階絶対評価で上位3ランク(A,B,C)の児童生
徒の割合(小学校)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

体育授業や体育的諸活動が、コロナ禍以前の
活動に戻りつつあるものの、十分でないこと
が要因として考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

78.9

78.8

77.4

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業03　健康・体力向上の推進
新体力テストの5 段階絶対評価で上位3ランク(A,B,C)の児童生
徒の割合(中学校)（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

コロナ禍を通して減少した運動習慣が、以前
のように戻っていないことが要因として考え
られますが、少しずつ回復傾向が見られま
す。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

78.9

77.8

79.7

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（中）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

後期基準値

後期基準値

後期基準値

後期基準値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

96.4

80.1

83.5

84.8

98.0

85.0

87.0

85.0

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価



基本事業04　学習環境の整備
施設維持管理上の不具合による教育支障件数（件）

【教育総務課】

指
標
の
動
き

老朽化が著しく、雨漏り改修、トイレ改修だ
けでなく、緊急の対応が必要となる事案が増
加しています。学校からの報告や、計画に基
づき適宜対応することで、教育支障件数は0
件を維持しています。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

0

0

0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業05　小・中学校適正規模・適正配置の推進
標準規模（12学級以上）小学校の割合（％）

【教育総務課】

指
標
の
動
き

計画通り取組は進捗していますが、基準値・
計画値・前年度実績値を下回っています。
児童数が減少し、新たに小規模校となった学
校があることが要因です。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

61.1

55.5

47

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業06　学校・家庭・地域の連携と教育力の向上
学校・家庭・地域が連携していると思う保護者の割合（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

全体的に活動を縮小する新しい視点をもった
学校・家庭・地域連携の在り方が定着しつつ
あります。このような変化により、連携の度
合いが下がったと捉えている保護者もいると
考えられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

91.7

86.7

79.8

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業06　学校・家庭・地域の連携と教育力の向上
学校応援団を含めた学校ボランティア数の児童生徒数に対する
割合（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

全体的に活動を縮小する新しい視点をもった
学校・家庭・地域連携の在り方が定着しつつ
あります。このような変化による、学校ボラ
ンティアの活動機会の減少や、高齢化による
ボランティア数の減少が要因として考えられ
ます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

31.5

30.7

30.0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

後期基準値

後期基準値

後期基準値

後期基準値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

R08実績

R08目標値

0

57.9

73.7

30.4

0

60.0

95.0

46.0

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価



基本事業06　学校・家庭・地域の連携と教育力の向上
研修や研究会での成果を教育活動に積極的に反映させていると
回答した学校の割合（％）

【学校支援課】

指
標
の
動
き

より参加者が受講しやすく効果的な研修とな
るよう、内容や実施方法等、さらには研修の
在り方を検討し、リモートやオンデマンドの
形態も活用しながら、各研修及び研究会の内
容の充実を図ってきたことが挙げられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

100.0

100.0

100.0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

後期基準値

R08実績

R08目標値

55.9

100.0

指標値の注釈

分析・評価


